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妊娠 ・出産 ・育児 とい うライ フイベ ン トに着 目 して
西 山 直 子
1.は じめに
本稿では、創刊か ら数えて20年 を迎えようとして
いる 『発達心理学研究』(日 本発達心理学会[編1、 第1
巻第1号 ～第18巻 第3号)お よび 『日本発達心理学会
第19回 大会発表論文集』のなかか ら、母子関係に関す
る研究を取 り上げ、文献 レビューを行 う。
発達心理学は、人が生まれてから生涯を通 じての、
心の働 きや行動 の発達過程について研究す る学問であ
る。以前は、乳幼児心理学/児 童心理学/青 年心理学
/老 年心理学 とい うように人の一生を年齢段階により
区切 って心理的発達の研究が行われ ていた。 しか し、
「それぞれの時期の発達も生涯の発達の流れのなかに
位置づけて見るべきだ」とい う考えが広 く認められ る
ようにな り、異なる年齢層を扱っていた研究者間の相
互交流 と知見の共有が進め られるよ うになった。また、
人の生涯全般を扱 うこの研究領域は、心理学のみなら
ず教育学や社会学、文化人類学など関連分野の研究者、





して発展 してきた といえよ う。
そのような気運のなかで、 日本発達心理学会は、幅






しい と切望 し、3年 あま り熱心に準備 してついに1989
年12月 に発足 したものである。












研究活動の活発 さや水準の指標 ともな りうる。学術雑
誌 『発達心理学研究』は、創刊 当初は年2回 の発行で
あったものが現在では年3回 のペー スで発行 され、す
ぐれた研究成果や大胆な試みの発表の場 として、また、
活発な研究交流の場 として機能 している。そ して、 日
本全国に とどまらず全世界に向けて発達研究の重要性
をアピール し、発信 し続けている。 ここに来て、ある
程度の年数 と研究成果を積み重ね円熟の域に達 しよう























たって続 く母子関係 は、どの発達段階を対象とす るか、
ど ういった点に焦点を当てるかによってその内容は大





言及 してい る研究を取 り上げることとした。 さらに、
焦点を絞るため、論文の詳 しい内容にまで言及するの











2.学 会発表の概要(日 本発達心理学会第19回 大会)
母子関係 を扱った個人ポスター発表のなかで、筆者
の 目に留まったものをピックアップ し紹介す る。研究





乳幼児 を対象 にしてい るため、致 し方ない側面 もある。










回答の しやす さ、量的データの集めやす さにその理由
は求め られるだろう。そのような傾向のなかで、興味









そ して、成人期を対象 とした研究は、母子関係 を子




子 どもを持つ女性は、自身の母親 との関係 と、子 ども
との関係 とい う二つの母子関係 を同時並行的に生きて






























名 とその母親48名 、担任保育者3名/個 別面接、
質問紙調査]対 人葛藤場面における幼児の レジ リエ
ンスの違いによる母親の認知と介入行動の関連。
金丸智美(PA177)[親 子教室に通 う母子80組/母 子遊
び場面を ビデオ録画、EASに より評定]母 子関係性の
特徴をEmotionalAvailabilityか ら捉 え、母子EA
の組合せ をもとに母子EAの タイプ と特性を検討。
内池千佳(PB145)[3組 の母子/約1年 間の間に2ヶ
月 に一度の ビデオ観察]母 子の人形遊びの様子を縦
断的に観察。子の人形操作の発達に母 の働 きかけや
個性 がいかに影響するか、その構造 と過程 を分析。
思春期 ・青年期対象
三浦香織(PA174)[大 学1年 生女子/自 由記述の質問
紙および面接調査、中高生/質 問紙調査]い わゆる
「友だち親子」にある子 どもたちがその関係性のな
かで依存 から自立へ と成長 していく様子を捉える。
堀篤美(PA183)[小6・ 中2・ 高3の3時 点で子ども用
質問紙調査56名 、保護者用調査39名]親 子を対象
に した追跡調査 を継続的に行い、子 どもの親に対す
るイメージや親子関係の変化を検討。
水本深喜ほか(PA186)[25歳 以下の大学生263名(女
子175名 、男子88名)、 その母親237名 、母娘147
セ ッ ト/質 問紙]青 年期の娘 と母親の密着的関係の
実態 と自立へ の影響、精神的適応 との関連を分析。
西山直子ほか(PA191)[女 子学生245名(平 均年齢19.5
歳)/イ メージ画]孫 娘の視点か ら捉えた祖母一母
一娘三代の関係性をイメー ジ画で表現 してもらい、
複数世代 にわたる女性 のライ フス トー リー を提起。
久保田桂子(PB192)[女 子中学生19名 、女子大学 ・院
生20名/各 年齢段階における母娘関係 を2っ の円
で描 くCircleDrawing法]青 年期に対す る回想法的
先行研究の結果を異なる年齢段階で追試。
橋本秀美 ほか(PC197)[大 学生 ・院生 ・専門学生の243
名(男 性15名 、女性228名)/質 問紙 と母子画]母
子関係 と共感性について、愛着スタイルおよび家族
機能 と共感性の発達 との関連 を検討。
宮本敦子(PC198)[中1～ 高2の 娘を持つ父母/半 構
造化面接]協 力者の子どもを娘 と限定 し、娘の思春
期 を体験す る際に父母が感 じる戸惑いや 自身の変
化、配偶者 との関係の変化な どを語 りか ら抽出。
成人女性対象(娘 としての視点から)
坂上ちお り(PA159)[30代 の独身女性3名/半 構造化
面接]現 在の親 との関係 をどのよ うに認知 し、関係
の変化や役割逆転がいかなる力動 によって生 じて
いるのかを語 りか らGTAを 用 いて質的に分析。
中川奈緒子(PAI95)[初 産の妊婦3名/妊 娠6ヶ 月、
妊娠9ヶ 月、出産後の3時 点で半構造化面接]過 去
か ら現在 までの 自分の母親 との関わ りと理想の母
親イメージとの関連をGTAを 用いて質的 に分析。
松岡陽子(PB191)[30～48歳(平 均36.1歳)の 男性3
名、女性5名 の計8名/半 構造化面接]中 期親子関
係 について、両親 との別居に注 目し、特に30歳 代
前半の女性3名 について語 りを図解化、整理。








を面接によ り聴取 し、エピソー ド記述によ り分析。
北村琴美(PC181)[30歳 前後の成人の娘363名 とその




3.ラ イフイベン トに着 目した母子関係研究
(1)母 親としての成長
妊娠 ・出産 といった女性 ならではのライフイベ ン ト
は、それまで娘(子)で あった女性が母(親)に なる





の研究がある。 これは、まだ実際に見た り触れた りす
ることのできない我が子の存在を妊婦が直接的に感 じ
ることができる胎動に着 目し、これを胎児 とのや り取
りととらえて、子が生まれ る前か らすでに始まる主観
的な母子関係 を考察 したものである。初産妊婦33名
(出産時点で平均30.06歳 、25～39歳)に 胎動 日記




なった。胎動は、妊婦の意図 とは関わ りなく生 じるも
ので、胎児 の自発的 ・主体的な行動 としてその存在を
母親に知らしめるものである。 よって、まさに母子一









になるのではなく、子育てを通 して 自らを母親 と思え




めの取 り組みが進められてきた(例 えば、柏木 ・若松,
1994;小 野寺,2003,2005;森 下,2006な ど)。
柏木 ・若松(1994)は 、「親 となる」ことによって
親に どのよ うな人格的 ・社会的な行動や態度に変化が
生 じたか、すなわち親 自身の発達 ・成長 を、就学前幼
児(3～5歳 児)を 持つ父親及び母親346対 を対象 とし
て比較検討を行った。そ して、親になることによって














なる前 と親になって後の時点 とで測定を反復 し、継続
的な調査を実施す ることに成功した点は評価できる。
結果 として、親になると自己概念は変化す ると報告 し
た先の柏木 ・若松(1994)と 異な り、この研究では、
親になった後 も自己概念は比較的安定 していた。得 ら
れた結果の違いを、小野寺は方法論的相違 と自己概念







は微妙なズ レがあらわれてお り、全体 としては自己概
















ァプローチの枠組み を用いて、女性 が 日々の生活や
個々の人生の展望を語るなかで行われ る子育ての意味
づけを探究した、徳 田(2004)の 研究を取 り上げよう。
徳田(2004)は 、子育て期の女性が育児経験を自ら
の人生や生き方 との関連でどのように捉 え、意味づけ




ローチの立場 から、質 的コー ド化 の手法(Coffey&





て語 られた言葉の一つひ とっ、そ こに込められた様 々
な思いを丁寧に掬い取ることが可能になった。結果と
して、「子育ての意味づけ」の類型化 とそれに対応す る










のであった。 しか し、そ ういった女性に特有の出来事
とい うのは、同時に、母からつながる女性の系譜をそ
れまで以上に意識する契機 ともなる。親への移行期 の
娘は自らの育児を経験 しつつ、被養育体験の振 り返 り
を行 うと考え られてお り(Levinson,1996)、 自身の母
親との関係性は、この時期の女性にとって殊に重要な
意味をもつ ものであるといえる。そこで、成人期の娘
の結婚 ・出産とい うライフイベン トに着 目し、心理的
適応 と母娘関係の関連を探索的に検討 した北村 ・無藤
(200DO)研 究を次に紹介する。
北村 ・無藤(2001)は 、母娘関係が成人の娘の適応
状態を規定す る度合いを検証す るとともに、結婚や 出
産 といったライフイベン トによって母娘関係がどのよ
うな発達的移行を経 るのかを調べるために、成人女性




















るかが問われ る質的研究が適 しているだろ う。 この難
関に挑んだのが、次の中川(PA195)の 研究である。
中川(PA195)は 、初産の妊婦 を対象に、自分がな り
たいと思 う 「理想の母親イメージ」を問 うと同時に、
過去にお ける被養育体験 ・母親 との関係性を詳細に調
べ、幼少期か ら現在までの母親 との関わ りと理想の母
親イメージとの関連を明 らかにす ることを目指 した。
具体的には、初産の妊婦3名 に対 して、妊娠6ヶ 月/
妊娠9ヶ 月/出 産後のそれぞれの時点で、上記の内容
に関する半構造的なインタビューを行い、グラウンデ
ッ ドセオ リーに基づいた質的方法で得 られた語 りを分
析 した。その結果、〈1な りたい と思 う理想の母親〉、
〈IIなれないか もしれない理想 の母親〉、〈皿なってし
ま うだろう必然的な母親〉の3っ の母親イメージを見
出 した。 これら3つ の母親イメージには、出産経験が
一45一
大きく影響 してお り、出産を経て実際に子 どもと触れ
合 うことで母親 とい う立場を自ら経験 し、理想の母親
イメージが具現化 され、自分の母親に対す る認識 にも
変化が生 じていた。 目の前の子どもに対す る母親とし
ての感情が、当時子 どもであった自分に対する母親の
感情 と重な り、実感 を持 って当時の母親の思いを追体
験することにつながったのだ と中川は考察 している。










り合 うなかで、母 としてあるいは娘 としての自分 をも
う一度見つめ直 し、自己や周囲 との関係性を再構築 し





デー タを一度に採取す る量的研究に加 えて、面接法な
どを用いて同一対象者を縦断的に追 う質的研究が増え
ていることが窺えた。 どちらの研究方法も一長一短が
あ り、研究 目的に応 じてどちらを採用するか選ぶ必要




体 としてこの分野の研究が進展す ることが望まれ る。
次に、ここに紹介 した研究では、母子関係 を表題 と
して掲げなが らも、その内容を詳細に検討 してみると、
女性の 「個」 としての発達 ・変化あるいは人格的成長
を扱ったものが少な くなかった。母は子の存在な くし
ては母た りえず、母 と子は相互に影響を及ぼ し合いな
が ら共に成長 してゆくものである。そこには、母 ・子
それぞれの 「個」としての成長だけでな く、母子一組
の 「関係性」としての発達もあるはずである。近年、
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